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7) リテンションビーズを付与した場合や，通法に従ってボンディング剤を塗布した場合は， 20-30 
%の接合強さの改善が認められた。

















3. X線回折では，温度上昇に伴い，純チタン表面のTiの相対的ピーク強度は低下したが， Ti02 のピー
クは逆に増加した。しかしながら，通法の陶材焼成でおこなわれている真空下でも，大気中と Ti02
の相対強度にはさほど差は認められなかった。
4. チタンーポーセレンの接合強さは，チタン酸化膜の増加により低下する傾向があるため，通常の
ディギャシングは適切ではないことが明らかになった。
論文審査の結果の要旨
本研究はチタン・ポーセレンの接合強さを向上させることを目的としたものである。チタンは耐食性
が良く，軽量で強度があり，しかも生体親和性にも優れているが，融点が高く酸化され易いので接合性
に問題を抱えている。これら問題を解決するため，高温酸化，熱膨張係数等を検討し，効果的な表面処
理方法を考察した結果ボンディング剤とオベーク陶材を混合して一次焼成すれば接合強さは著しく
増大することが明らかとなった。また，この原因はチタンと混合物との熱膨張係数の差が小さくなった
こと，およびボンディング剤による酸化抑制と接合効果によるものであることも実証された。これら知
見は，チタン・ポーセレン焼付材を臨床応用する上で価値あるものと考えられるO
従って，本研究は博士(歯学)の学位を得る資格があるものと認める。
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